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ダウラギリ地域へ
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ジーン村からのお知らせ

現 地 地事 業

環境デーに合わせて、現地の森林
レンジャーと　IHC-Nepalスタッフに
よる環境を考えるイベントが開催さ
れました。学生や子供たち、現地住
民と一緒に今世界の森で何が起こっ
ているのか、そしてネパールや発展
途上国の森林が二酸化炭素を吸収
し、いかに世界の気候変動に影響し、いかに世界の気候変動に影響を
及ぼしていることを学びました。
イベント後、学生から「まさか自
分たちの住む国の森林が世界の気候
に影響しているとは思わなかった。
」「おじいちゃん達が私たちのため
に植林をしているのだと思っていた
けれど、世界にも関わり合いがある
と知って驚いた」という声がありま
した。した。
ジーン村で行なっている植林が、
地球環境という視点においても、重
要な役割を果たしているということ
を知る良いきっかけになりました。

植林は当協会活動費・寄付金・助
成金により、運営しています。
（助成金は公益社団法人 国土緑化
推進機構 の「緑の募金」よりご支援
いただいております）(文責：清田)

森林レンジャーとIHC-Nepalスタッフによるイベント

育苗した苗がこんなに育ちました
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植樹はみんなで行います

育った苗を担ぎ、これからみんなで植樹する場所へ向かいます

ソーシャルワークをしている女性学校の先生も植樹に参加

現地の学生も実際に
植林を行います
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現 地 地事 業 のつづき

小さい苗たち

バランジャ村の「ジャクリパニ」
という場所に植樹しました！

バランジャ村のみんなで集合写真

冬の苗畑小屋、春に植える苗を見守ります

苗畑管理人が丁寧に水を与えます

バランジャ村の植林のようす

みんなで植樹に行くために苗を取り出しています
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日本のキウイの雄株と雌株を贈呈した際に
シャムさんよりいただいた感謝状

ドラカのシャムさん

鈴なりになったキウイ

2015年12月、大震災に見舞われたドラカ
で、生家も全壊してしまったキウイ農家の
シャムさんご家族に、1日も早い再建と、今
後の発展を願って本会よりゴールデンキウ
イの雄株と雌株を贈呈いたしました。
この苗は、山形県で大正12年創業100この苗は、山形県で大正12年創業100年
以上種苗に取り組まれておられる天香園に
て健やかに育てられたものです。本国での
検疫などを経て正式に贈呈させて頂きまし
た。
シャムさんは、ドラカにて25年以上もシャムさんは、ドラカにて25年以上も前
からキウイを研究・育苗され現地での普及
にも貢献されている専門家です。そのシャ
ムさんの手で健やかに育てられ、贈呈した
新種の苗も健やかに育ち、すでに小さな実
をつけるまでに育っているとのことです。

実は、元々あるグリーンキウイを試しに
当会の事業地であるミャグディ郡でも植え
てみたところ、山の寒さにも順応性がみら
れ、実がつくまでに育ちました。現地の方
と検討した結果、現金収入のない山岳部農
民の収入向上事業として立ち上げたいとい

う希望が強く上がっ
たため、この度、ド
ラカで育って来た苗
を買って、ダウラギ
リ地方に育てるため
の準備を進めていく
ことになりました。

今年の1月より、IHC-Nepalのチトラさん
とルケシュさんが、ドラカへ出張しシャム
さんよりキウイの栽培方法などの指導を受
けました。試験的に苗畑管理人のもとでキ
ウイの栽培を行い、現地での適応性などを
調査する計画です。
植樹などで購入する苗は１本あたり1ル植樹などで購入する苗は１本あたり1ルピ
ーですが、キウイの苗は種によって１本あ
たり350-800ルピーと単価が高いため苗と
しての販売も収入向上に繋がることが期待
されます。
こういった交流によって、ネパールのこういった交流によって、ネパールの中
にあるリソースやポテンシャルが現地の人
たちによって拡大していければと思いま
す！

ドラカのキウイ栽培技術を
ダウラギリ地方へ
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理事
佐久間雅俊内国 活 動

→
金
峯
山
寺

吉野は「吉野・大峯」として「高野山」「熊野
三山」とともに世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣
道」の構成要素の一つです。そこでは起源や成り
立ちを異にする仏教、神道、修験道といった複数
の信仰が山がちな日本の風土を土壌として密接に
結びつき、独自の文化・世界を形作っています。
これが同じく山国であるネパールにおいてチベッ
ト仏教、ヒンズー教そしてまた各民族の信奉すト仏教、ヒンズー教そしてまた各民族の信奉する
独自の信仰が共存する世界と共通する部分がある
のではないか、ということがこの地を開催地に選
んだ理由でした。また、吉野の山の尾根の上を走
る通りの両側や急勾配の坂道に茶屋や生活感漂う
民家が並んでいる様は、もちろん日本独自の様式
であるとはいえ、どこかネパールの山の村の趣に
近いのではないかと私は感じています。近いのではないかと私は感じています。
金峯山寺から山の上の金峯神社まで、そして熊
野へと続く長い修験道の修行道である大峯奥駈道
の一端を会員の皆さんと歩いてみたい、また吉野
独自の山や森の文化への理解を深めることで私達
の活動も豊かにできるのではないかと企画しまし
た。

当日は８名の会員さんに集まっていただきまし
た。ところが残念なことにこの週末は台風21号の
関西・関東への来襲に重なり、ハイキング自体は
中止となってしまいました。ですが、一日目は奈
良市内に集まり、宿にてみんなで調理をしての夕
食会は大いに盛り上がりました。皆さんそれぞれ
のバックグラウンドをお持ちで、それぞれの視点
からのからの IHCの活動やご自身の興味のあることにつ
いてユーモア交えて話してくださいました。

二日目は吉野杉の製材所を訪問し、その土地の
林業・製材の歴史と現状について話を聞かせてい
ただきました。そして主要な観光地である金峯山
寺を訪れました。修験道のお寺とはいえ、仏教発
祥地ネパールからの文化の流れが感じられます。
雨が強いのは残念ではありましたが、個人的には
金峯山寺修行場付近の水の勢いなどに大自然の猛
威を肌で感じることができ、威を肌で感じることができ、 それはそれで良い経
験でありました。
今後もまた様々な方向性からイベントを企画し
ていきます。皆さん参加をお待ちしております！

ハイキングイベント「みんなでパハール in 吉野」
2017年10月21～22日  「パハール」とはネパール語で「山」という意味です。

巨大な吉野杉の丸太の前で

奈良の宿泊先での夕食会
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吉野の山は室町時代から続く人工林です。針葉
樹は台風の風雨や雪の重みでも曲がってしまいま
すが、気候が良く和歌山県の山地に守られた吉野
では良質な杉や桧が育ちます。

室町時代から植林の続く吉野で特徴的なのは
「密植」という手法です。
一般的には1haあたり2千本のところ、吉野で一般的には1haあたり2千本のところ、吉野では
1万本も植えます。一般的な杉の年輪の成長は1年
1cm程ですが「密植」の場合は2-3mmほど。年輪
の間隔が狭く木は上へと成長し、葉が少ない。木
材にすると太さが均一でふしが少なく、扱いやす
くなります。

距離の運搬には不向きでした。木樽は軽くて大
きい容器が作れるのが画期的で、大いに活用され
ました。
更に吉野の杉はなぜか他の産地より赤みが少な
く香りも程よいため1900年代に大変な人気とな
り、この人気は昭和に入りガラスの一升瓶が登場
し全国各地で酒造が始まるまで続きました。
この間200年間ほど吉野杉の密植が続きます。この間200年間ほど吉野杉の密植が続きます。

酒樽の需要は昭和に入り減りましたが、密植に
よるまっすぐな吉野杉は住宅建材として利用され
るようになりました。

吉野杉は元来酒樽
用の材料とするため
江戸中期より植えら
れました。古来より
一大産地だった伏見
から日本全国へ日本
酒を運ぶのに杉樽が
適していたのです。適していたのです。
鎌倉時代に西洋か
ら木樽の製法が入る
以前は割れやすい壺
や木をくり抜いた重
い容器で日本酒を運
搬していましたが長

吉野製材所ができたのは昭和14年です。木材の
需要は酒樽の変化に加え昭和4年の世界恐慌で更
に減少していたのですが、これに対抗し木材へ付
加価値をつけることを目指し、日本初の木材工業
団地が吉野にできました。
戦後復興期、木材が大量に使われたこともあ戦後復興期、木材が大量に使われたこともあり
昭和40年代の吉野には140件程の小規模木材工場
が集中、当時の人口は1万6千人程でした。
しかし1980年頃からの住宅様式の変化、人しかし1980年頃からの住宅様式の変化、人工
素材の開発、不況により安価な素材へ需要が移っ
たこと等から吉野杉の売れ行きが落ち込みます。
工場は36件に、人口も8千人まで減少、空き家が
6百軒ほど。

製材所の近くに、
吉野杉で作られた
「吉野杉の家」が
あります。吉野杉
の温もりと香りに
包まれて、宿泊す
る こ と が で き ま
す！す！
https://www.yos
hinocedarhouse.
com

吉野の製材所レポート　～吉野中央木材株式会社 石橋さんのお話～ 理事 
竹迫真実

製材する際に利用する のこぎりの刃
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100円で1本の木をヒマラヤに植えよう！　ご支援お待ちしております！

※銀行振込みをご利用いただいた場合は、
ご氏名（ふりがな）とご住所を、e-mailに
てご連絡ください。
※国税庁より「認定NPO法人」として認可
されておりますので、皆様からのご寄付
は、税法上の特例措置の対象となります。

大好評！ヒマラヤイラクサの帽子

務事 だより局

2017年12月23日、雲南講話会にてブ
ースを出展いたしました。ヒマラヤイ
ラクサの帽子が多数の参加者の皆様に
購入していただきました。

売上げはネパール現地の支援に活用させて頂きます！
ヒマラヤイラクサ帽子についてのお問い合わせは、
ihcjpn@ybb.ne.jp 担当 清田まで

このヒマラヤイラクサの帽子は、老若男女問わずにみなさんとって
お似合いです。内側がフリースになっています。


